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第 56回全日本合気道演武大会

和合の精神を正しく相伝
国内外から 8000 名が集う

植芝守央合気道道主による総合演武
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５
月
��
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
第

��
回
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
（
主
催
＝

合
気
会
、
後
援
＝
日
本
武
道
館
ほ
か
）
が

開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
植
芝
守
央
合

気
道
道
主
、
植
芝
充
央
合
気
会
本
部
道
場

長
ほ
か
本
部
道
場
指
導
部
師
範
、
同
指
導

員
、
全
国
各
地
や
海
外
支
部
な
ど
か
ら
集

ま
っ
た
師
範
、
修
業
者
、
約
８
０
０
０
名

が
出
場
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

◇

　

開
会
式
は
定
刻
の
正
午
に
始
ま
っ
た
。

可
児
晋
大
会
副
会
長
・
合
気
会
理
事
に
よ

る
開
会
の
辞
の
後
、
植
芝
守
央
合
気
道
道

主
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
現
在
、
合
気
道
は
国
内
は
も
と
よ
り
、

世
界
1�0
の
国
と
地
域
に
多
く
の
輪
が
広
が

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
普
及
さ
れ

た
要
因
の
一
つ
に
は
、
こ
の
大
会
が
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
合
気
道
を
正
し
く
普
及
・
振
興
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
本

日
演
武
さ
れ
る
皆
様
方
は
先
達
の
方
々
に

感
謝
の
念
を
持
ち
、
相
手
を
尊
重
す
る
心

を
大
切
に
、
一い
ち

期ご

一い
ち

会え

の
心
を
持
っ
て
演

武
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」

　

次
に
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
・
日

本
武
道
館
理
事
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
こ
の
度
、
中
学
校
、
高
校
の
学
習
指
導

植芝守央合気道道主
山谷えり子参議院議員・
日本武道館理事

植芝充央本部道場長

多田宏本部道場師範

要
領
の
中
に
、
武
道
９
種
目
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
合
気
道
と
い
う
言
葉
も
し
っ
か

り
と
書
き
込
ま
れ
、
中
学
生
、
高
校
生
さ

ら
に
は
日
本
中
で
、
合
気
道
に
触
れ
る
機

会
が
今
ま
で
以
上
に
増
え
て
い
く
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
日
は
皆
様
と
と
も

に
道
主
を
仰
ぎ
、
ま
た
明
日
か
ら
の
お
稽

古
の
糧
と
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

そ
の
後
、
菅
原
一
秀
衆
議
院
議
員
、
山

田
美
樹
衆
議
院
議
員
、
島
村
大
参
議
院
議

員
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
紹
介
、
高
村
正
彦

日
本
武
道
館
会
長
、
小
池
百
合
子
東
京
都

知
事
、
赤
間
二
郎
衆
議
院
議
員
の
祝
電
披

露
が
あ
り
、
演
武
に
移
っ
た
。
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演
武
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１
部
は
関
東
学
生
合
気
道
連
盟
に
よ
る
元
気
溢あ
ふ

れ

る
演
武
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
待
機
所
に
は
、
緊
張
し
て
い
る
者
、
動
き
を
確
認
し
て
い

る
者
な
ど
様
々
。
し
か
し
、
演
武
で
は
稽
古
の
成
果
を
十
分
に
披
露
し
、
演
武
者
た
ち

は
充
実
感
に
満
ち
て
い
た
。

　

第
１
部
の
結
び
に
は
、
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
が
登
場
。
立
ち
技
、
多
人
数
掛
け
な

ど
迫
力
あ
る
技
を
展
開
し
、
会
場
内
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

第
２
部
で
は
海
外
道
場
演
武
も
行
わ
れ
、
熱
心
な
演
武
に
、
世
界
に
広
が
る
合
気
道

の
輪
を
窺う
か
がう
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
各
道
場
演
武
、
社
会
人
団
体
演
武
と
続
き
、

終
盤
に
は
本
部
道
場
指
導
部
師
範
に
よ
る
自
由
演
武
が
行
わ
れ
、
師
範
の
技
を
学
ぶ
べ

く
、
観
客
の
視
線
が
注
が
れ
た
。
自
由
演
武
を
締
め
括
る
の
は
、
御
歳
88
歳
の
多
田
宏

本
部
道
場
師
範
。
逞た
く
まし
く
、
円
熟
の
演
武
に
観
客
か
ら
は
感
嘆
の
た
め
息
が
漏
れ
た
。

　

そ
し
て
、
大
会
の
掉と
う

尾び

を
飾
っ
て
植
芝
守
央
合
気
道
道
主
が
畳
に
上
が
っ
た
。
道
主

は
立
ち
技
、座
り
技
、半
身
半
立
ち
技
、太
刀
取
り
、杖
取
り
、多
人
数
掛
け
を
披
露
し
、

演
武
を
終
え
る
と
会
場
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

道
主
へ
の
花
束
贈
呈
後
、
林
典
夫
合
気
会
常
務
理
事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

森智洋師範難波弘之師範

伊藤眞師範

入江嘉信師範

金澤威師範

小林幸光師範

安野正敏師範

遠藤征四郎師範磯山博師範

による演武
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桂田英路師範

伊藤眞師範藤巻宏師範 鈴木俊雄師範

佐々木貞樹師範

栗林孝典師範

菅原繁師範 小林幸光師範

横田愛明師範

鳥海幸一師範

関昭二師範

安野正敏師範

本部道場指導部師範
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小林保雄合気道小林道場師範

酒井光雄荒川合気会師範

堀井悦二相生會師範

による演武
船越光雄山形道場師範

追分拓哉合気道福島武道館師範

畑山憲吾研心会師範本澤俊三大阪合気会師範
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竹中日出雄竹豊館師範

菅沼守人合気道祥平塾道場長

和田昭名古屋合氣会師範

窪田育弘奈良合気会師範

五十嵐和男合気道五十嵐道場長

各道場師範

久保和雄川越道場師範

嶋本勝行合気道豊中正泉寺道場長

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ
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登
録
道
場
・
社
会
人
団
体
・
学
生
団
体
演
武
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○
相
模
合
気
道
連
盟
＝
青
江
信
明
さ
ん　

　
（
左
）、
裕
美
さ
ん
（
右
）

信
明
さ
ん
「
日
本
の
伝
統
的
な
習
い
事
を

始
め
た
い
と
思
い
、
合
気
道
を
選
び
ま
し

た
。
合
気
道
を
始
め
て
３
年
半
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
初
段
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
今

回
が
初
め
て
の
参
加
で
す
。
今
ま
で
の
稽

古
の
成
果
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
、
今

大
会
に
臨
み
ま
し
た
」

裕
美
さ
ん
「
主
人
が
合
気
道
を
習
い
始
め

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
私
も
一
緒
に
稽
古

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
舞

台
で
の
場
慣
れ
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
非

常
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
稽

古
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」

○
府
中
合
気
会
＝
西
原
裕
子
さ
ん

「
合
気
道
を
始
め
て
３
年
に
な
り
ま
す
。

合
気
道
は
楽
し
く
、
人
間
関
係
も
広
が

り
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。
府
中
合

気
会
は
白
帯
で
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
本
武
道
館
は
迫
力

も
あ
り
、
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

○
か
す
み
が
う
ら
合
気
会
＝

　

須
永
和
義
さ
ん

「
演
武
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
普
段
通
り
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
他
の
演
武
会
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
で
演
武
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
他
の
団
体
の
演
武
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
ね
」

○
ひ
た
ち
な
か
合
気
会
＝
本
田
真
樹
さ
ん

　
（
左
）、
紘
也
さ
ん
（
右
）

真
樹
さ
ん
「
今
回
参
加
し
て
み
て
、
や
は

り
普
段
の
稽
古
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い

な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
上う

手ま

く
見
せ

よ
う
と
す
る
と
、
体
が
動
か
な
く
な
り
ま

す
ね
。
今
は
息
子
と
一
緒
に
週
に
１
、
２

回
稽
古
し
て
い
ま
す
。
息
子
が
合
気
道
を

始
め
る
の
と
同
時
に
、
私
も
合
気
道
を
始

め
ま
し
た
」

紘
也
さ
ん
「
父
と
合
気
道
を
始
め
て
、
1�

年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
大
会
で
は
、

や
は
り
日
々
の
稽
古
の
積
み
重
ね
が
大
事

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
稽
古
を
休
む
と
、

技
の
熟
練
度
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

継
続
し
て
稽
古
を
続
け
て
い
き
、
演
武
に

磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
」

ɹ
શ

ຊ
߹
ؾ
道
ԋ
武
大
ձ
ʹ
ࢀ
Ճ
͠
ͯ

○
八
千
代
合
気
道
友
会
＝
渡
辺
信
治
さ
ん

「
普
段
は
週
２
回
、
２
時
間
く
ら
い
稽
古

し
て
い
ま
す
。
大
会
は
�0
年
く
ら
い
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
年
々
若
い
人

が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
良
い
傾
向
だ
と

思
い
ま
す
。
体
の
動
く
限
り
出
続
け
た
い

で
す
。
今
回
も
い
つ
も
通
り
、
緊
張
せ
ず

に
で
き
ま
し
た
」

○
小
山
合
気
会
佐
野
道
場
＝

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ラ
ン
デ
ー
さ
ん

「
今
日
ま
で
練
習
を
積
み
、
緊
張
せ
ず
に

演
武
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
技
術
を
引
き
上
げ
て
い
く

こ
と
が
合
気
道
の
魅
力
で
す
ね
。
今
は
私

が
住
ん
で
い
る
地
域
（
小
山
）
で
、
日
本

人
に
合
気
道
を
教
え
て
い
ま
す
」
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脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

⒚

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

）

（ 

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁 

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く
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【
演
武
者
一
覧
】

■
第
１
部

１
学
生
連
盟
演
武　

関
東
学
生
合
気
道
連
盟

２
指
導
部
師
範
演
武　

森
智
洋
、
桂
田
英
路
、
難
波
弘
之
、
伊

藤
眞

３
指
導
部
師
範
演
武　

金
澤
威
、
藤
巻
宏
、
入
江
嘉
信

４
道
場
演
武　

等
々
力
道
場
、
合
氣
道
目
黒
道
場
、
習
錬
館
道

場
、
合
気
道
自
由
が
丘
道
場
、
合
気
道
練
馬
総
合
体
育
館
道
場

５
道
場
演
武　

鍬
守
道
場
、
新
小
岩
合
気
会
、
土
井
道
場
、
麻

布
道
場
、
東
村
山
市
合
気
道
会
・
日
高
市
合
気
道
同
好
会

６
道
場
演
武　

合
氣
道
修
練
道
場
自
然
館
、
奥
多
摩
合
気
道
会
、

合
気
道
小
金
井
同
好
会
、
東
大
和
市
合
気
道
会
、
鈴
鹿
合
気
会

倉
武
塾

７
道
場
演
武　

荒
川
合
気
会
、
合
気
道
・
武
友
会
、
渋
谷
区
合

氣
道
同
好
会
、
仲
池
合
気
道
同
好
会
、
合
気
道
清
進
塾

８
道
場
演
武　

合
気
道
進
藤
道
場
、
荻
窪
合
気
道
同
好
会
、
葛

飾
合
気
会
、
町
田
合
気
会
、
千
葉
合
気
道
友
会

９
道
場
演
武　

千
葉
合
気
道
館
、
合
気
道
清
明
塾
、
合
気
道
正

心
会
、
船
橋
合
氣
道
道
友
会
、
深
谷
合
気
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
大
宮
道
場
、
Ａ
＆
Ｐ
合
氣
道
石
垣
道
場
、

合
気
道
桜
道
場
、
大
宮
合
気
道
倶
楽
部
、
越
谷
道
場

��
道
場
演
武　

合
氣
道
明
心
会
、
合
氣
道
炁
合
氣
塾
、
武
蔵
村

山
合
気
道
会
、
世
田
谷
合
気
道
ク
ラ
ブ

��
学
生
演
武　

学
生
連
盟
外
Ⅰ
、
学
生
連
盟
外
Ⅱ
、
学
生
連
盟

（
連
合
会
）
演
武

��
道
場
演
武　

合
気
道
鈴
木
道
場
、
草
加
合
氣
道
研
究
会
、
世

田
谷
大
原
合
気
会
・
八
幡
山
合
気
道
教
室
、
合
気
道
・
鹿
沼
教
室
、

合
気
道
相
模
和
道
会

��
道
場
演
武　

我
孫
子
合
気
会
、
武
蔵
小
杉
合
気
道
会
・
尾
山

台
地
域
体
育
館
合
気
道
教
室
、
合
気
道
瀧
田
塾
、
幸
優
氣
会
、

守
清
館

��
道
場
演
武　

新
所
沢
合
氣
道
同
好
会
、
新
郷
合
気
会
、
鶴
岡

八
幡
宮
研
修
道
場
合
気
道
科
、
小
田
原
合
氣
会
、
合
氣
道
弘
龍

会
明
心
館
道
場

��
道
場
演
武　

合
気
道
盛
岡
道
場
、
合
氣
道
誠
氣
会
、
城
東
誠

和
会
、
合
気
道
大
河
原
教
室
、
合
気
道
青
葉
塾
道
場

��
道
場
演
武　

大
田
区
合
気
道
会
、
ひ
た
ち
な
か
合
気
会
、
合

気
道
幸
徳
会
、
横
浜
南
合
気
会
・
緑
水
会
、
向
ヶ
丘
古
舘
合
気

道
道
場

��
道
場
演
武　

月
窓
寺
道
場
、
麻
生
同
心
会
、
央
名
会
氣
守
道

場
、
大
和
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
旭
合
気
道
ク
ラ
ブ

��
道
場
演
武　

尾
張
合
気
会
、
吹
上
道
場
、
名
古
屋
合
氣
会
、

合
気
道
皇
道
館
道
場
、
合
氣
道
名
古
屋
道
場

��
道
場
演
武
・
指
導
者
演
武　

森
吉
永
（
岩
手
県
）、
白
光
真
宏

会
合
気
道
場
、
兵
庫
合
気
会
姫
路
道
場
、
合
気
道
円
悠
会
、
岡

山
県
合
気
道
交
流
会

��
指
導
者
演
武　

阪
本
智
恵
美
（
茨
城
県
）、泉
和
幸
（
秋
田
県
）、

佐
藤
友
和
（
青
森
県
）、
松
本
英
津
佐
（
千
葉
県
）、
佐
藤
圭
（
北

海
道
）

��
指
導
者
演
武　

奥
寺
良
彦
（
埼
玉
県
）、猪
爪
一
孝
（
群
馬
県
）、

中
村
正
直
（
長
野
県
）、伊
藤
美
奈
子
（
愛
知
県
）、石
原
匡
師
（
静

岡
県
）

��
師
範
演
武　

茨
城
支
部
道
場
・
大
和
田
幸
正
、
津
山
合
氣
会
・

石
田
偉
、
青
森
県
合
気
道
連
盟
・
田
邊
孝
美
、
合
気
道
京
都
・

岡
本
洋
子
、
朋
清
会
・
中
村
信
一

��
自
由
演
武　

合
気
道
豊
中
正
泉
寺
道
場
長
・
嶋
本
勝
行
、
合

気
道
敷
島
塾
師
範
・
工
藤
泰
助

��
道
場
演
武　

合
気
道
研
究
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
葉
山

町
合
気
会
、
桜
台
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
合
気
道
春
水
道
場
、
合
気

道
凱
風
館

��
道
場
演
武　

合
気
道
大
阪
武
育
会
、
奈
良
合
気
会
、
大
阪
合

氣
塾
、
和
氣
會
、
合
氣
道
大
阪
道
友
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
研
心
会
、
合
気
道
京
都
、
合
気
道
桶
川

愛
氣
会
、
和
合
館
合
気
道
修
練
道
場
、
南
海
合
気
会

��
道
場
演
武　

高
松
合
気
会
、
鷹
の
台
合
氣
道
同
友
会
、
野
田

合
気
会
、
湘
南
翡
翠
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
合
氣
道
萬
葉
塾

��
道
場
演
武　

柏
合
気
会
、
藤
沢
合
気
道
倶
楽
部
、
寒
川
合
気

会
、
綾
瀬
市
・
海
老
名
市
合
気
会
、
相
模
合
気
道
連
盟

��
道
場
演
武　

合
気
道
白
河
道
場
、
合
気
道
石
田
塾
、
郡
山
合

気
会
、
合
気
道
研
修
会
道
場
、
西
川
口
合
気
道
ク
ラ
ブ

��
道
場
演
武　

合
気
道
石
芯
塾
、
目
黒
区
合
気
道
連
盟
、
合
気

道
花
見
川
道
場
、
佐
倉
合
気
会
、
文
京
区
合
気
会

��
道
場
演
武　

相
生
會
、
合
気
道
野
比
道
場
、
宇
宙
の
会
、
広

島
合
気
会
、
浦
和
尾
間
木
合
気
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
新
川
塾
、
合
氣
道
神
武
錬
成
塾
、
大
成

合
気
道
会
、
合
気
道
唯
心
館
杉
野
道
場
、
船
橋
市
合
気
道
連
盟

��
道
場
演
武　

合
気
道
五
十
嵐
道
場
、
流
山
合
気
会
、
成
城
合

気
道
ク
ラ
ブ
、
合
気
道
小
嶋
会
、
新
星
合
気
会

��
道
場
演
武　

千
住
合
気
会
、
合
氣
道
木
下
道
場
、
合
氣
道
健

武
館
、
杉
並
合
気
会

��
社
会
人
団
体
演
武　

経
済
産
業
省
合
気
道
部
、
東
京
消
防
庁

合
気
道
部
会
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
合
気
道
部
、
稲

門
合
気
倶
楽
部
、
松
戸
市
役
所
合
氣
道
部

��
社
会
人
団
体
演
武　

東
京
都
庁
合
気
道
部
、
朝
日
合
気
会
、

法
務
省
合
気
道
部
、
志
念
会
、
国
立
印
刷
局
合
気
道
部

��
社
会
人
団
体
演
武　

国
会
合
気
会
、
ソ
ニ
ー
合
気
会
、
富
士

通
合
氣
道
部
、
三
井
住
友
銀
行
合
気
道
部
、
合
気
道
臥
龍
会

��
社
会
人
団
体
演
武　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
気
道
部
、
宏
心
会
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
東
京
合
気
道
部
、
城
南
合
氣
会
、
奈
良
合
気
会
橿
原
市

役
所
合
気
道
部

��
社
会
人
団
体
演
武　

品
川
区
合
気
道
交
友
会
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
合
気

会
、
第
一
三
共
合
気
道
部
、
広
島
市
役
所
合
気
道
部
、
富
士
通

沼
津
工
場
合
気
道
部

��
連
盟
演
武　

茨
城
県
合
気
道
連
盟
（
取
手
）、
茨
城
県
合
気
道

連
盟
（
土
浦
つ
く
ば
・
つ
く
ば
修
練
会
）、
茨
城
県
合
気
道
連
盟

（
か
す
み
が
う
ら
・
曙
）、
茨
城
県
合
気
道
連
盟
（
石
岡
・
笠
間

市
体
協
・
涸
沼
）、
茨
城
県
合
気
道
連
盟
（
水
戸
）

��
連
盟
演
武　

合
気
道
兵
庫
県
連
盟
、
北
海
道
合
気
道
連
盟
、

新
潟
県
合
気
道
連
盟
、
和
歌
山
県
合
気
道
連
盟
、
愛
媛
県
合
気

道
連
盟

��
連
盟
演
武　

愛
知
県
合
気
道
連
盟
、
神
奈
川
県
合
気
道
連
盟
、

長
野
県
合
気
道
連
盟
、
山
口
県
合
気
道
連
盟
、
奈
良
県
合
気
道

連
盟

��
連
盟
演
武　

群
馬
県
合
気
道
連
盟
、
大
阪
府
合
気
道
連
盟
、

高
知
県
合
気
道
連
盟
、
岡
山
県
合
気
道
連
盟

��
連
盟
演
武　

東
北
合
気
道
連
盟
（
宮
城
県
、福
島
県
、岩
手
県
、

山
形
県
、
青
森
・
秋
田
県
）

��
指
導
者
演
武　

白
川
竜
次
（
宮
城
県
）、儀
賀
栄
子
（
三
重
県
）、

辰
巳
晴
一
（
奈
良
県
）、
川
端
雅
史
（
兵
庫
県
）、
池
田
将
平
（
京

都
府
）

��
指
導
者
演
武　

鳥
谷
一
郎
（
東
京
都
）、
荒
井
俊
之
（
神
奈
川

県
）、夏
坂
昭
博
（
山
梨
）、白
井
督
将
（
滋
賀
）、堂
坂
晶
弘
（
和

歌
山
）

��
茨
城
支
部
道
場
指
導
部
・
指
導
員
演
武　

磯
山
俊
博
、
永
島

義
道
、
平
澤
憲
次
、
秋
本
英
裕
、
川
上
俊
明

��
師
範
演
武　

山
形
道
場
・
船
越
光
雄
、
大
阪
合
気
会
・
本
澤

俊
三
、
川
越
道
場
・
久
保
和
雄

��
防
衛
省
合
気
道
連
合
会
演
武
（
稽
古
法
）　

防
衛
省
合
気
道
連

合
会

��
合
気
道
学
校
演
武　

上
級
課
程
、
中
級
課
程
、
初
級
課
程

��
指
導
部
指
導
員
演
武
（
基
本
技
抑
え
）　

小
山
雄
二
、
日
野
皓

正
、
梅
津
翔

��
指
導
部
指
導
員
演
武
（
基
本
技
投
げ
）　

佐
々
木
貞
樹
、
鈴
木

俊
雄
、
里
舘
潤
、
松
村
光

��
師
範
演
武　

本
部
道
場
指
導
部
・
小
林
幸
光
、
本
部
道
場
指

導
部
・
菅
原
繁
、
本
部
道
場
指
導
部
・
栗
林
孝
典

��
自
由
演
武　

本
部
道
場
長
・
植
芝
充
央

■
第
２
部

１
学
生
連
盟
演
武　

関
西
学
生
合
気
道
連
盟
、
中
部
学
生
合
気

道
連
盟
、
中
・
四
国
学
生
合
気
道
連
盟
、
北
海
道
学
生
合
気
道

連
盟
、
東
北
学
生
合
気
道
連
盟

２
高
等
学
校
連
盟
演
武　

全
国
高
等
学
校
連
盟

３
中
学
生
演
武　

中
学
校
演
武

４
文
化
セ
ン
タ
ー
演
武　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
立
川
）、
東
急
セ
ミ
ナ
ー
Ｂ
Ｅ
二
子
玉
川
、

合
気
道
銀
座
養
正
会
、
成
増
ロ
ン
ド
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ

合
気
道
教
室

５
文
化
セ
ン
タ
ー
演
武　

よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
（
京
葉
・
恵

比
寿
、
横
浜
・
大
森
・
川
口
、
北
千
住
・
八
王
子
、
町
田
・
川
崎
、

大
宮
・
錦
糸
町
・
自
由
が
丘
）

６
文
化
セ
ン
タ
ー
演
武　

日
本
武
道
館
武
道
学
園
、
カ
ル
チ
ャ

ー
合
気
道
教
室
、
え
き
ス
ポ
梅
島
・
麹
町
合
気
会
、
大
泉
合
気

道
同
好
会
、
華
凜
会

７
海
外
道
場
演
武　

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

韓
国

８
海
外
道
場
演
武　

合
気
道
五
十
嵐
道
場
（
国
際
部
）、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

９
指
導
者
演
武　

川
地
利
明
（
岐
阜
県
）、松
下
浩
一
（
香
川
県
）、

藤
原
弘
行
（
山
口
県
）、前
田
敏
章
（
愛
媛
県
）、橋
本
多
恵
子
（
山

形
県
）

��
師
範
演
武　

札
幌
合
気
道
会
・
藤
井
幸
一
、
央
名
会
気
守
道

場
・
澤
田
俊
晴
、
愛
媛
合
気
会
・
鈴
木
茂

��
自
由
演
武　

竹
豊
館
師
範
・
竹
中
日
出
雄
、
合
氣
道
大
阪
武

育
会
師
範
・
木
村
二
郎

��
道
場
演
武　

浦
和
合
気
会
、
秩
父
合
氣
道
進
修
館
、
入
間
幸

武
館
道
場
、
合
気
道
川
越
道
場
、
川
口
芝
合
気
会

��
道
場
演
武　

佐
久
合
気
道
会
、
大
塚
道
場
明
道
館
、
祖
師
谷

合
気
会
、
平
塚
合
気
会
、
府
中
合
気
会

��
道
場
演
武　

朋
清
会
グ
ル
ー
プ
、
蓮
田
合
気
会
、
神
戸
せ
い

ぶ
館
、
立
川
市
合
気
道
会
、
白
光
合
気
道
会
船
橋
道
場

��
道
場
演
武　

新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
合
気
道
教
室
、
北
総

合
気
会
、
久
喜
合
気
道
同
好
会
、
双
峰
合
気
道
会
、
江
東
区
合

気
会

��
道
場
演
武　

小
林
道
場
（
東
京
・
嬬
恋
、
京
都
・
国
際
部
、

北
海
道
・
富
山
、
宮
崎
・
福
島
、
神
奈
川
・
埼
玉
）

��
道
場
演
武　

中
野
区
合
気
道
会
、
中
央
区
合
気
道
会
、
新
宿

合
気
会
、
千
代
田
区
合
気
会
、
港
区
合
氣
会

��
道
場
演
武　

北
区
合
気
道
会
、
板
橋
区
合
気
道
連
盟
、
八
千

代
市
合
気
道
連
盟
、
江
戸
川
区
合
氣
道
連
盟

��
指
導
者
演
武　

菅
沼
克
彦
（
福
岡
県
）、小
谷
達
也
（
宮
崎
県
）、

大
岩
亮
太
（
新
潟
県
）、
内
木
栄
治
（
岡
山
県
）、
太
田
𠮷
彦
（
大

阪
府
）

��
師
範
演
武　

合
気
道
石
芯
塾
・
石
原
克
博
、
岩
手
県
営
武
道

館
・
日
高
浩
、
武
産
塾
合
気
道
修
練
道
場
・
横
山
清
一

��
社
会
人
団
体
演
武　

日
経
合
気
道
ク
ラ
ブ
、
株
式
会
社
廣
済

堂
合
気
道
部
、
み
ず
ほ
証
券
合
気
道
部
、
合
気
道
正
隆
会
、
シ

ビ
ル
合
気
道
部

��
社
会
人
団
体
演
武　

三
菱
合
気
道
部
、
裁
判
所
合
氣
道
部
、

東
京
税
理
士
会
麻
布
支
部
合
気
道
部
、
理
双
会
、
公
認
会
計
士

合
気
道
同
好
会

��
社
会
人
団
体
演
武　

東
芝
合
気
道
部
、
明
治
大
学
教
職
員
合

気
道
倶
楽
部
、
川
崎
市
役
所
合
気
道
部
、
横
河
電
機
同
好
会
合

気
道
部
、
日
本
歯
科
大
学
教
職
員
合
気
道
部

��
道
場
演
武　

小
牧
合
気
会
、
王
禅
寺
合
気
道
場
、
合
気
道
入

江
道
場
、
合
気
道
横
須
賀
、
合
氣
道
れ
い
め
い
会

��
道
場
演
武　

蕨
合
気
道
会
、
市
原
合
気
会
、
小
山
合
気
会
、

江
戸
崎
合
気
会
、
合
気
道
心
和
会

��
道
場
演
武　

青
山
会
、
つ
く
ば
牛
久
合
気
道
友
会
、
池
袋
合

気
道
同
好
会
・
戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
合
気
道
教
室
、
合

気
道
吾
勝
会
、
鎌
ケ
谷
合
気
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
辻
堂
道
場
、
西
新
宿
合
気
会
、
合
気
道

自
灯
館
道
場
、
甲
府
合
気
会
、
横
浜
国
際
合
気
道
会

��
道
場
演
武　

茨
城
支
部
道
場
、
合
気
道
祥
平
塾
、
合
気
道
熊

野
塾
、
合
気
道
正
武
会
、
志
鵬
会

��
道
場
演
武　

沼
津
合
気
会
、
山
梨
行
徳
館
道
場
、
一
宮
合
気

会
、
京
都
合
氣
会
、
合
気
道
和
光
道
場

��
道
場
演
武　

合
気
道
堀
越
道
場
、
京
都
近
江
合
気
会
、
合
気

道
三
澤
塾
、
東
京
合
気
道
秀
和
会

��
道
場
演
武　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
模
原
市
合
気
道
連
盟
、
多
摩
合

気
会
、
志
木
合
氣
会
、
大
阪
合
気
会
、
浜
風
合
気
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
奥
州
道
場
、
青
雲
塾
、
小
俣
合
気
道
会
、

合
気
道
錬
成
会
、
流
山
合
気
道
同
好
会

��
道
場
演
武　

調
布
合
気
道
会
、
合
気
道
里
見
八
顕
会
、
合
気

道
研
修
館
、
袖
ヶ
浦
合
気
会
、
合
気
道
ふ
れ
あ
い
塾

��
道
場
演
武　

裾
野
合
気
会
、
合
気
道
明
倫
塾
、
合
気
道
岐
阜

一
元
会
、
つ
く
ば
合
気
道
会

��
道
場
演
武　

合
気
道
「
倫
」、
青
楓
会
、
合
気
道
士
道
館
、
無

為
会

��
本
部
道
場
少
年
部
演
武
（
稽
古
法
）　

本
部
道
場
少
年
部

��
本
部
道
場
一
般
演
武
（
稽
古
法
）　

本
部
道
場
一
般
Ⅰ
、
Ⅱ
、

Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ

��
師
範
演
武　

研
心
会
・
畑
山
憲
吾
、
相
生
會
・
堀
井
悦
二
、

合
気
道
鈴
木
道
場
・
鈴
木
順
子

��
師
範
演
武　

五
十
嵐
道
場
・
五
十
嵐
和
男
、
合
氣
道
神
武
錬

成
塾
・
白
川
勝
敏
、
合
気
道
福
島
武
道
館
・
追
分
拓
哉

��
師
範
演
武　

本
部
道
場
指
導
部
・
鳥
海
幸
一
、
本
部
道
場
指

導
部
・
横
田
愛
明

��
自
由
演
武　

奈
良
合
気
会
師
範
・
窪
田
育
弘
、
荒
川
合
気
会

師
範
・
酒
井
光
雄

��
自
由
演
武　

本
部
道
場
指
導
部
師
範
・
安
野
正
敏
、
本
部
道

場
指
導
部
師
範
・
関
昭
二

��
自
由
演
武　

名
古
屋
合
氣
会
師
範
・
和
田
昭
、
茨
城
支
部
道

場
師
範
・
稲
垣
繁
實

��
自
由
演
武　

本
部
道
場
師
範
・
遠
藤
征
四
郎
、
合
気
道
祥
平

塾
道
場
長
・
菅
沼
守
人

��
自
由
演
武　

本
部
師
範
・
磯
山
博
、
合
気
道
小
林
道
場
総
師

範
・
小
林
保
雄

��
自
由
演
武　

本
部
師
範
・
多
田
宏

○
総
合
演
武　

合
気
道
道
主
・
植
芝
守
央
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安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ロ
シ
ア
・

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
合
意
に
よ
る
２
０
１

８
年
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日

本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開
会
式
（
ロ
シ

ア
・
モ
ス
ク
ワ
市
）
へ
の
日
本
武
道
館
「
鏡

開
き
式
」
派
遣
事
業
に
あ
た
り
、結
団
式
・

壮
行
会
が
５
月
��
日
、
日
本
武
道
館
第
２

小
道
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　

会
に
は
団
長
で
あ
る
臼
井
日
出
男
日
本

武
道
館
理
事
長
を
は
じ
め
、
団
員
ほ
か
、

来
賓
・
関
係
者
を
含
め
��
名
が
参
加
し
、

「
鏡
開
き
式
」
の
成
功
祈
念
と
派
遣
事
業

の
壮
途
を
祝
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、「
鏡
開
き
式
」
派
遣
事
業

の
団
員
一
人
ひ
と
り
が
紹
介
さ
れ
、
結
団

式
が
行
わ
れ
た
。臼
井
団
長
、団
長
秘
書
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
３
名
、
団
員
と
し

て
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
６
名
、
荒

木
流
拳
法
１
名
、
竹
内
流
柔
術
腰
廻
小
具

足
２
名
、
高
津
装
飾
美
術
４
名
、
記
録
員

１
名
、
計
1�
名
の
一
行
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長

が
壮
行
の
言
葉
を
述
べ
た
。

「
日
本
武
道
館
『
鏡
開
き
式
』
が
国
営
テ

レ
ビ
で
ロ
シ
ア
全
土
に
放
映
さ
れ
る
と
伺

っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
皆
様
方
の

期
待
は
大
変
高
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
皆
さ
ま
が
立
派
な
『
鏡
開
き
式
』
を
披

露
し
て
、
日
本
文
化
の
真
髄
を
伝
え
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
」

　

来
賓
を
代
表
し
て
柔
道
家
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
尊
敬
す
る
山
下
泰
裕
全
日
本
柔

道
連
盟
会
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

「
４
年
前
、
高
村
団
長
の
下
で
私
も
日
本

武
道
館
の
ロ
シ
ア
派
遣
事
業
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
も
大
変
な
盛
り
上
が
り

で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
鏡
開
き
式
の
成

功
が
必
ず
日
本
と
ロ
シ
ア
の
距
離
を
縮
め

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

続
い
て
、
臼
井
日
出
男
理
事
長
が
団
長

挨
拶
を
行
っ
た
。

「『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
』『
日
本
に

お
け
る
ロ
シ
ア
年
』
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
モ
ス
ク
ワ
市
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
に
て

安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
出
席
す

る
開
会
式
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
鏡
開
き

式
を
披
露
す
る
こ
と
は
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
他
に
も
国
立
体
育
大
学
、
日
本
人

学
校
で
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
団
員
一
同
、

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」

　

川
端
達
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
は
乾

杯
の
挨
拶
と
し
て
「
団
員
の
皆
さ
ま
に
は

重
い
責
任
と
期
待
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
誇
り
を
胸
に
し
っ
か
り
と
役
割
を
果

た
す
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
高
々

と
杯
が
挙
げ
ら
れ
、
懇
談
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が「
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

け
っ
し
て
気
を
抜
か
ず
に
武
道
の
不
動
の

心
で
大
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
、
団
の
壮
途
を
祝
し
、

万
歳
三
唱
を
声
高
ら
か
に
唱
和
し
た
。

※
「
鏡
開
き
式
」
派
遣
事
業
は
、
ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク

ワ
市
に
て
５
月
2�
日
か
ら
�0
日
ま
で
の
８
日
間
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
月
刊
「
武
道
」

８
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
開
会
式

日
本
武
道
館
「
鏡
開
き
式
」
派
遣
事
業
　
結
団
式
・
壮
行
会

乾杯の様子

臼井日出男団長
（日本武道館理事長）

高村正彦
日本武道館会長

川端達夫
日本武道館常任理事

山下泰裕
全日本柔道連盟会長

三藤芳生日本武道館
常任理事・事務局長

19名がロシア・モスクワ市での「鏡開き式」に派遣された
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��
歳
以
上
の
剣
士
が
、
剣
道
・
銃
剣
道

の
覇
を
競
う
第
��
回
全
日
本
高
齢
者
武
道

大
会
（
主
催
＝
一
般
財
団
法
人
全
国
老
人

福
祉
助
成
会
）
は
６
月
４
日
、
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
��
都
道
府
県
の
���
名
が
参
加
。
��

歳
以
上
の
選
手
も
��
名
を
数
え
た
。
各
会

場
で
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
矍か
く

鑠し
ゃ
くと

し

た
高
齢
剣
士
た
ち
が
熱
い
試
合
を
繰
り
広

げ
た
。ま
た
、会
場
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
、

健
闘
を
称た
た

え
合
っ
た
り
、
お
互
い
を
応
援

し
た
り
す
る
選
手
の
姿
も
あ
り
、
和
や
か

な
様
子
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　　

午
前
９
時
よ
り
開
会
式
と
な
り
、
開
会

宣
言
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
物
故
者
（
過

去
の
大
会
出
場
者
）
へ
の
黙も
く

祷と
う

が
捧
げ
ら

れ
、
こ
の
１
年
間
に
天
寿
を
全
う
さ
れ
た

剣
士
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
次
に
大
会
会
長

の
成
元
善
一
全
国
老
人
福
祉
助
成
会
会

長
、
岩
立
三
郎
全
日
本
高
齢
剣
友
会
会
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
来
賓
祝
辞
、
功
労
者

顕
彰
、
審
判
長
挨
拶
に
続
き
、
草
野
吉
四

郎
選
手（
福
島
）が
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、日
本
剣
道
形
、居
合
、

銃
剣
道
の
形
が
披
露
さ
れ
、
1�
の
会
場
に

分
か
れ
て
試
合
が
行
わ
れ
た
。

内閣総理大臣賞争奪戦＝上遠野久美（左）が面を決める

上遠野久美（静岡）に
内閣総理大臣賞
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■
寿
Ａ
組
（
��
歳
以
上
）

　

寿
Ａ
組
は
、
４
連
覇
が
か
か
っ
た
宮
﨑

克
己
（
福
岡
）
と
、
３
年
前
の
寿
Ｂ
組
優

勝
者
で
あ
る
鈴
木
登
（
静
岡
）
の
決
勝
戦

と
な
っ
た
。
試
合
は
延
長
戦
で
鈴
木
の
面

が
決
ま
り
、
鈴
木
の
優
勝
と
な
っ
た
。

■
寿
Ｂ
組
（
��
歳
〜
��
歳
）

　

寿
Ｂ
組
の
決
勝
戦
は
、上
遠
野
久
美（
静

岡
）
と
杉
本
秀
彦
（
東
京
）
と
な
っ
た
。

試
合
は
、
上
遠
野
が
序
盤
と
終
盤
で
面
を

２
本
決
め
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

■
内
閣
総
理
大
臣
賞
争
奪
戦

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
争
奪
戦
は
、
寿
Ａ
組

の
優
勝
者
・
鈴
木
（
静
岡
）
と
寿
Ｂ
組
・

優
勝
者
で
あ
る
上
遠
野
（
静
岡
）
で
争
わ

れ
た
。
試
合
開
始
早
々
、
上
遠
野
が
鋭
い

面
を
決
め
、
一
本
先
取
。
鈴
木
も
一
本
を

取
り
返
そ
う
と
す
る
が
、
上
遠
野
の
積
極

的
な
攻
め
に
技
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
勢
い
に
乗
っ
た
上
遠
野
は
、
２
本
目

の
面
を
決
め
て
勝
利
。
上
遠
野
が
内
閣
総

理
大
臣
賞
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

◎
内
閣
総
理
大
臣
賞
・
寿
Ｂ
組
優
勝
＝

　

上か

遠と
お

野の

久ひ
さ

美み

選
手
（
静
岡
）

「（
優
勝
し
た
の
は
）お
お
ま
ぐ
れ
で
す
。

去
年
80
歳
に
な
っ
た
記
念
に
こ
の
大
会
に

参
加
を
し
始
め
ま
し
た
。
去
年
は
準
々
決

勝
ま
で
進
み
、
そ
れ
で
出
場
を
や
め
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
先
輩

が
こ
の
大
会
に
い
て
、『
ま
た
来
年
も
や

ろ
う
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
今
年
も
参

加
し
ま
し
た
。
来
年
来
る
こ
と
が
で
き
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
参
加
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
寿
Ａ
組
優
勝
＝
鈴
木
登
選
手
（
静
岡
）

「
今
日
の
優
勝
は
私
一
人
の
力
で
は
な

く
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
は
子
供
達
を

教
え
な
が
ら
、
週
３
回
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
去
年
ま
で
体
調
を
崩
し
て
入
院
し
て

■
女
子
個
人
戦

　

女
子
個
人
戦
の
決
勝
は
、増
川
清
美（
山

形
）
が
小
池
美
千
子
（
群
馬
）
か
ら
面
を

２
本
奪
い
、
優
勝
し
た
。

■
女
子
団
体
戦

　

女
子
団
体
戦
で
は
群
馬
県
が
神
奈
川
県

と
対
戦
。中
堅
戦
で
島
田
郁
子（
群
馬
県
）

が
胴
を
決
め
、
合
計
本
数
１
ʛ
０
で
群
馬

県
が
初
出
場
・
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
女
子
団
体
戦
優
勝
・
女
子
個
人
戦
準
優
勝
＝

　

群
馬
県
・
小
池
美
千
子
選
手

「
初
出
場
で
初
優
勝
だ
っ
た
た
め
、
自
分

た
ち
も
非
常
に
驚
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
結
果
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
も
う
少
し
応
じ
技
を
上
手
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

お
り
、
３
カ
月
く
ら
い
し
か
稽
古
を
積
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
来
年
は
、

も
っ
と
稽
古
を
重
ね
て
２
連
覇
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
」

■
男
子
団
体
戦

　

男
子
団
体
戦
は
、
愛
媛
県
が
東
京
都
を

破
り
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
団
体
戦
優
勝
＝
愛
媛
県
・
竹
内
史
郎
選
手

　
「
今
年
は
、
優
勝
を
狙
っ
て
チ
ー
ム
を

作
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
が
的
中
し
、
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
何
回
か
集
ま
っ
て
交
流

の
稽
古
会
や
強
化
合
宿
を
し
、
本
大
会
に

備
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

県
内
高
齢
者
の
剣
友
諸
君
の
刺
激
に
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

鈴木登選手（静岡）

上遠野久美選手（静岡）

寿A組優勝

寿B組優勝・内閣総理大臣賞

女子団体決勝＝群馬県・小池美千子（左）が攻める

男子団体決勝＝愛媛県・竹内史郎（右）が攻める

剣　

道
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■
団
体
戦

　

団
体
戦
決
勝
は
、
３
連
覇
が
か
か
る
北

海
道
と
愛
知
県
の
組
合
せ
。
先
鋒
は
愛
知

県
の
辻
岡
が
下
胴
と
上
胴
を
決
め
、
勝

利
。
続
く
中
堅
戦
で
は
、
北
海
道
の
村
井

が
上
胴
と
小
手
を
決
め
、
同
点
に
な
る
。

大
将
戦
で
北
海
道
の
神
村
が
上
胴
と
下
胴

を
決
め
、北
海
道
が
３
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎
銃
剣
道
Ａ
組
優
勝
＝

　

山
田
道
夫
選
手
（
栃
木
）

「
優
勝
し
た
の
は
７
年
ぶ
り
な
の
で
、
非

常
に
嬉
し
い
で
す
。
Ａ
組
の
中
で
は
一
番

若
く
、
諸
先
輩
方
に
は
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
、
頑
張
っ
て
な
ん
と
か
面

目
を
保
ち
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
今

後
は
）
他
の
仲
間
と
と
も
に
来
年
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
銃
剣
道
団
体
戦
優
勝
・
銃
剣
道
Ｂ
組
優
勝
＝��

　

村
井
謙
二
選
手
（
北
海
道
）

「『
継
続
は
力
な
り
』
を
心
が
け
て
常
に

体
を
鍛
え
て
き
ま
し
た
。
３
年
連
続
優
勝

し
て
い
る
の
で
次
も
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
選

手
皆
が
年
齢
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
健
康

に
気
を
つ
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

◎
銃
剣
道
Ｃ
組
優
勝
＝

　

相
野
照
昭
選
手
（
青
森
）

「
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
去
年
悔
し
い
思

い
も
し
た
の
で
、
去
年
よ
り
も
少
し
で
も

上
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
、
去
年
の
敗
因

を
中
心
に
１
年
間
稽
古
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
結
果
が
出
せ
た
と
思
い
ま

す
。（
今
後
は
）
み
な
さ
ん
に
注
目
さ
れ

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
銃
剣
道
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

■
Ａ
組
（
��
歳
以
上
）

　

Ａ
組
の
決
勝
戦
は
山
田
道
夫
（
栃
木
）

と
寺
田
信
二
（
愛
知
）
の
対
決
と
な
り
、

試
合
序
盤
、
山
田
が
上
胴
を
決
め
て
優
勝

し
た
。

■
Ｂ
組
（
��
歳
〜
��
歳
）

　

Ｂ
組
は
団
体
戦
で
優
勝
し
た
村
井
謙
二

（
北
海
道
）
と
寺
坂
清
仁
（
愛
知
）
が
決

勝
に
勝
ち
進
み
、
村
井
が
上
胴
を
決
め
、

優
勝
を
果
た
し
た
。

■
Ｃ
組
（
��
歳
〜
��
歳
）

　

Ｃ
組
決
勝
は
相
野
照
昭
（
青
森
）
と
水

船
一
洋
（
北
海
道
）
の
対
戦
。
試
合
は
相

野
が
上
胴
と
下
胴
を
決
め
、
勝
利
。
昨
年

３
位
の
雪
辱
を
晴
ら
し
、
見
事
、
優
勝
を

飾
っ
た
。

■
基
本
技
（
��
歳
以
上
）

　

基
本
技
は
決
勝
戦
で
渡
邉
正
一
（
東

京
）
が
相
野
照
昭
（
青
森
）
を
破
り
、
優

勝
し
た
。

山田道夫選手（栃木ʣ村井謙二選手（北海道）相野照昭選手（青森）

銃剣道団体決勝＝北海道・神村悦夫（右）が上胴を決める

銃剣道Ｂ組決勝＝村井謙二（左）の上胴が決まる

銃剣道A組優勝銃剣道B組優勝銃剣道C組優勝

銃　

剣　

道
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剣道女子団体優勝＝群馬県

剣道男子団体優勝＝愛媛県

友との語らいに花が咲く

銃剣道団体優勝＝北海道

組名 争奪戦 優　勝 準優勝 ３　位

剣
　
道

寿Ａ（85歳以上）　 ֳ૯ཧେਉ
্ԕٱඒ
ʢ੩　Ԭʣ

ླ　ొ
ʢ੩　Ԭʣ ʢ　Ԭʣݾࠀ　㟒ٶ ʣۄ　Լඒஉʢ࡛ࢁ

ล　ल༤ʢἚ　ʣ

寿Ｂ（80歳〜84歳） ্ԕٱඒ
ʢ੩　Ԭʣ ਿຊ　लʢ౦　ژʣ ʢ　Ԭʣݑ　ా্

ҏ౻　फ༟ʢ੨　ʣ

特（75歳〜79歳） ా　݈࣏ʢ࡛　ۄʣ ଜ　തতʢѪ　ඤʣ ᖒߴ　ޱҰʢܗ　ࢁʣ
உʢਆಸʣߛ　　ྛ

Ａ（70歳〜74歳） ล　ࡾଇʢߴ　ʣ Ճ౻　ོʢਆಸʣ ԭా　߁ʢ౦　ژʣ
ʢ　Ԭʣߦഢ　উࠤ

Ｂ（65歳〜69歳） ੴؙ　ढ़武ʢେ　ࡕʣ ੴ　　ঢʢ౦　ژʣ ༝Ҫ　Ұʢਆಸʣ
খ࣏ݪʢ࡛　ۄʣ

Ｃ（55歳〜64歳） ᬑ　ࡾ߂ʢἚ　ʣ ಹਢ　໌ʢ　Ԭʣ Ҫ　ढ़ೋʢѪ　ඤʣ
ాᬑ　　ษʢઍ　༿ʣ

男子団体 Ѫඤݝ ౦ژ ਆಸݝ
৽ׁݝ

女子個人戦 ૿　ਗ਼ඒʢܗ　ࢁʣ খඒઍࢠʢ܈　അʣ खʣ　ؠʢࢠඒٱᖛݹ
ଜ্　ܙٱʢେ　ࡕʣ

女子団体 ݝഅ܈ ਆಸݝ Ἒݝ
ݝ

銃
　
剣
　
道

Ａ（75歳以上）　 道ʢಢ　ʣ　ాࢁ ৴ೋʢѪ　ʣ　ాࣉ ਆଜ　ӻʢւ道ʣ
ଜ　ًʢࣛࣇౡʣ

Ｂ（65歳〜74歳） ଜҪ　ݠೋʢւ道ʣ ਗ਼ਔʢѪ　ʣ　ࡔࣉ 　ਖ਼ٛʢ੩　Ԭʣ
খग़　ळʢ੩　Ԭʣ

Ｃ（55歳〜64歳） ૬　রতʢ੨　ʣ ਫધ　Ұ༸ʢւ道ʣ ਆ୩　ඒʢѪ　ʣ
Ճ౻　ਖ਼थʢ܈　അʣ

基本技（55歳以上） ᬒ　ਖ਼Ұʢ౦　ژʣ ૬　রতʢ੨　ʣ Ճ౻　ਖ਼थʢ܈　അʣ
৴ೋʢѪ　ʣ　ాࣉ

団体 ւ道 Ѫݝ ੩Ԭݝ
੨ݝ

大会結果

心ٕମ ਓをҭͯΔ૯߹ࢽ
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四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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第
��
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
が

５
月
��
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
大
会
に
は
��
大
学
���
名
が
出
場
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
は
前
大
会
�
位
の
星ほ
し

子こ

啓け
い

太た

（
筑

波
大
２
年
）と
丸ま
る

山や
ま

大だ
い

輔す
け（
中
央
大
３
年
）

の
対
決
と
な
っ
た
。
試
合
は
、
星
子
が
華

麗
に
胴
を
決
め
、
見
事
、
初
優
勝
を
飾
っ

た
。

　

ま
た
、
上
位
��
名
に
勝
ち
残
っ
た
選
手

と
敗
者
復
活
戦
と
し
て
行
わ
れ
た
全
日
本

出
場
決
定
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
��
名
の
計

��
名
が
、
７
月
７
日
・
８
日
に
行
わ
れ
る

第
��
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
。

【
準
決
勝
】

　

準
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
丸ま
る

山や
ま

大だ
い

輔す
け

（
中
央
大
）、
安や
す

井い

奎け
い

祐す
け

（
早
稲
田
大
）、

星ほ
し

子こ

啓け
い

太た（
筑
波
大
）、本ほ
ん

間ま

渉わ
た
る（
中
央
大
）

の
４
名
。
試
合
は
３
本
勝
負
で
、
時
間
は

４
分
間
。
時
間
内
に
決
着
が
つ
か
な
い
場

合
は
延
長
戦
を
行
い
、
一
本
先
取
し
た
選

手
を
勝
者
と
し
た
。

　　

丸
山
大
輔　

ツ
メ
ʛ　
　

安
井
奎
祐

　

序
盤
は
ど
ち
ら
も
積
極
的
に
攻
め
て
い

く
。
試
合
開
始
か
ら
1
分
�0
秒
頃
、
安
井

第 64回関東学生剣道選手権大会

決勝＝星子啓太（右）の胴が決まる

星子啓太（筑波大）が初優勝
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は
一
本
を
取
り
返
そ
う
と
果
敢
に
技
を
繰

り
出
す
が
旗
は
上
が
ら
な
い
。
そ
の
ま
ま

星
子
が
丸
山
の
攻
め
を
守
り
抜
く
形
で
、

試
合
終
了
。星
子
の
初
優
勝
が
決
定
し
た
。

◎
優
勝
＝
星
子
啓
太
選
手
（
筑
波
大
学
）

「
去
年
は
３
位
と
い

う
結
果
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
粘
り

強
く
戦
お
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
優
勝

で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
去
年
は
１

年
生
だ
か
ら
負
け
て
も
い
い
と
い
う
甘
え

た
部
分
も
あ
り
、
そ
こ
が
自
分
の
弱
さ
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
稽
古
で

も
絶
対
打
た
せ
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。（
決
勝
の

丸
山
選
手
は
）
去
年
の
大
会
の
２
回
戦
で

対
戦
し
ま
し
た
。
間
合
を
計
る
こ
と
が
難

し
い
相
手
だ
っ
た
の
で
、
相
手
の
動
き
を

見
す
ぎ
る
と
打
た
れ
て
し
ま
う
と
思
い
、

間
合
い
を
詰
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
ど
の
選
手
と
戦
っ
た
時
も
大
変
で
し

た
が
、
本
間
選
手
と
対
戦
し
た
時
は
延
長

戦
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
一
番
苦
し
か

っ
た
で
す
。
決
勝
の
胴
は
狙
っ
て
打
っ
た

の
で
は
な
く
、
体
が
勝
手
に
反
応
し
ま
し

た
。
現
在
、
世
界
選
手
権
の
選
手
候
補
で

の
隙
を
見
計
ら
っ
た
丸
山
が
喉
元
へ
突
き

を
決
め
、
一
本
先
取
。
安
井
は
一
本
を
取

り
返
そ
う
と
激
し
く
攻
め
る
が
丸
山
は
そ

れ
を
上う

手ま

く
躱か
わ

す
。
そ
の
後
、
安
井
が
鍔つ
ば

競ぜ

り
合あ

い
か
ら
引
き
胴
を
仕
掛
け
る
が
、

決
ま
ら
ず
。
丸
山
は
素
早
く
間
合
い
を
詰

め
、
引
い
た
安
井
に
面
を
打
ち
、
一
本
。

丸
山
が
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　　

星
子
啓
太　

コ
ʛ　
　

本
間　

渉

　

試
合
開
始
か
ら
お
互
い
に
相
手
の
動
き

を
読
み
つ
つ
、
技
を
出
す
も
の
の
一
本
は

決
ま
ら
ず
、
延
長
戦
に
突
入
す
る
。
試
合

開
始
５
分
�0
秒
過
ぎ
に
本
間
が
面
を
打
と

う
と
前
に
出
た
瞬
間
に
星
子
が
相
手
の
隙

を
見
極
め
、
小
手
を
決
め
て
試
合
終
了
。

星
子
は
去
年
の
同
大
会
に
お
い
て
準
決
勝

で
敗
退
し
た
が
、
今
年
は
見
事
、
決
勝
進

出
と
な
っ
た
。

【
決
勝
】　

　

星
子
啓
太　

ド
ʛ　
　

丸
山
大
輔

　

試
合
開
始
か
ら
両
者
は
激
し
い
攻
め
合

い
を
展
開
す
る
。
序
盤
、
丸
山
が
星
子
へ

突
き
を
繰
り
出
す
が
、
上
手
く
決
ま
ら
な

い
。
試
合
中
盤
、
丸
山
が
面
に
飛
ん
だ
と

こ
ろ
を
星
子
が
返
し
て
華
麗
に
胴
を
決

め
、
一
本
先
取
。
リ
ー
ド
を
許
し
た
丸
山

す
の
で
、
選
ば
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
な

が
ら
、
全
日
本
学
生
選
手
権
で
も
優
勝
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
全
日
本
選

手
権
の
予
選
に
も
今
年
か
ら
参
加
で
き
る

の
で
挑
戦
し
ま
す
」

◯
準
優
勝
＝
丸
山
大
輔
選
手（
中
央
大
学
）

「
準
優
勝
と
な
り
少

し
嬉
し
い
で
す
が
、

や
は
り
悔
し
い
で

す
。
試
合
は
と
に
か

く
勝
つ
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
臨
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
は
、

個
人
戦
で
の
活
躍
だ
け
で
は
な
く
、
秋
の

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
の
団
体
戦
で

の
優
勝
を
狙
い
た
い
で
す
」

準決勝＝丸山大輔（右）の突きが決まる準決勝＝星子啓太（右）対本間渉

【
大
会
結
果
】

♢
優　

勝
＝
星
子
啓
太
（
筑
波
大
）

♢
準
優
勝
＝
丸
山
大
輔
（
中
央
大
）

♢
第
三
位
＝
本
間　

渉
（
中
央
大
）

　
　
　
　
　

安
井
奎
祐
（
早
稲
田
大
）

♢
敢
闘
賞
＝
岩
切
勇
樹（
国
際
武
道
大
）

　
　
　
　
　

中
西　

港
（
国
士
舘
大
）

　
　
　
　
　

中
根
悠
也（
流
通
経
済
大
）

　
　
　
　
　

染
矢
椋
太
郎
（
中
央
大
）



2�2018．7　月刊「武道」

ʪࠂʫ

四
六
判
・
上
製
・
５
６
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

好
評
発
売
中



2� 月刊「武道」　2018．7

ʪࠂʫ

日本武道館発行の単行本

道͏߹Ίߴ

໌ ౻ࠤ 著
ஜ大学໊༪教授

の
ࢥͱ࢙ྺ　

ञҪ ར৴ 著
ஜ大学大学Ӄ।教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田͠ΜͨΖ͏ 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・ฒ製・236 頁 ）

ɺͳͥ武道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ 著
ౡ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ฌ๏ՈॻにֶͿ

Ճ౻ 純Ұ 著
จ教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
ྛ　 著

தژ大学教授

（ 四六判・上製・2�� 頁 ）

ਓをҭͯΔ道

㕲　ਖ਼武 著
ീஈ࢜道ൣ

（ 四六判・上製・26� 頁 ）

武道
աࡏݱ・ڈ・ະདྷ

道Ͱ
　ֶͼಘͨもの

田த　क 著
武道大学教授ࡍࠃ

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道に͓͚Δ
　　　ମͱ心

લྛ ਗ਼ 著
ਆށ学Ӄ大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ષのࢥͱज़

㑘ଠ౻ࠤ 著
ւ道大学大学Ӄ教授

（ 四六判・上製・3�6 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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弓
道
授
業
現
場
を
初
め
て
視
察

平
成
��
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
弓
道
）
指
導
法
研
究
事
業

５
月
��
・
��
日　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
学
院
中
等
教
育
学
校

　

平
成
��
年
度
中
学
校
武
道
授
業
（
弓
道
）
指
導
法
研
究
事
業
（
主
催
＝
日
本

武
道
館
・
全
日
本
弓
道
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
）
は
５
月
��
・
��
日
、
Ｍ
Ｉ

Ｈ
Ｏ
美
学
院
中
等
教
育
学
校
（
滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
）
で
行
わ
れ
た
。
弓
道

授
業
の
実
施
率
が
低
く
、
こ
れ
ま
で
本
事
業
の
受
け
入
れ
可
能
な
中
学
校
と
の

調
整
が
つ
か
ず
、
授
業
視
察
の
実
現
が
困
難
だ
っ
た
中
で
、
今
回
は
中
学
校
武

道
必
修
化
後
初
と
な
る
弓
道
授
業
視
察
を
兼
ね
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
実

践
６
年
目
の
同
校
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

　

今
回
の
授
業
視
察
は
、
全
員
が
初
め
て
弓
道
に
触
れ
る
２
年
生
と
、
授
業
経

験
の
あ
る
生
徒
と
初
め
て
経
験
す
る
生
徒
が
共
に
受
け
る
３
年
生
の
２
コ
マ
を

視
察
し
た
。

■
開
講
式
（
��
日
）

　

1�
時
よ
り
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
学
院
中
等
教
育

学
校
会
議
室
で
開
講
式
が
行
わ
れ
、
初
め

に
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事
が
主

催
者
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
今
日
は
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
学
院
の
全
面
的
な

ご
協
力
で
本
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
武
道
を
通
じ

た
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
中

学
校
に
お
い
て
必
修
化
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
試
み
の
中
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が

着
々
と
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
教
育
の
た
め
、
こ
う
し
た
研
鑽
を
積
む

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ
の
２
日
間

で
意
義
あ
る
研
究
が
で
き
ま
す
よ
う
期
待

申
し
上
げ
ま
す
」
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後列左から髙橋研究者、福田研究者、松本研究者、桑田研究者、雨宮研究者、岩本
研究者、一原研究者、松尾課長
前列左から森氏、小水氏、中野会長、川端常任理事、井東校長、古嶋教頭

中学校武道授業（弓道）指導法研究事業関係者一覧
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た
。
私
は
授
業
が
始
ま
っ
て
３
年
目
か
ら

毎
年
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、
生
徒
と
一

緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
ち
ら
の
生
徒
は
礼
儀
正
し
い
子
が

た
く
さ
ん
お
り
、
毎
年
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
」

　

次
に
井
東
弘
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
学
院
中
等
教

育
学
校
校
長
が
協
力
校
を
代
表
し
て
挨
拶

を
述
べ
た
。

「
本
日
は
よ
う
こ
そ
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
は
春
は
桜
、
秋
は
真
っ
赤
な

紅
葉
が
見
ら
れ
、
今
は
鮮
や
か
な
緑
の
山

中
で
す
。
武
道
９
つ
の
う
ち
、
他
の
種
目

は
対
人
競
技
で
す
が
、
弓
道
だ
け
は
違
い

ま
す
。
的
に
い
か
に
矢
を
命
中
さ
せ
る

か
。
そ
の
中
で
自
分
自
身
と
戦
い
、
的
に

向
か
っ
て
精
神
を
集
中
す
る
。
本
校
の
生

徒
が
弓
道
授
業
を
通
じ
て
、
精
神
面
で
成

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

■
弓
道
授
業
視
察
（
��
・
��
日
）

　

今
回
の
視
察
は
２
、
３
年
生
と
も
今
年

度
最
初
の
弓
道
授
業
で
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
両
学
年
と
も
教
員
か
ら
礼
の

重
要
性
を
説
明
し
た
後
、
弓
道
で
使
う
筋

　

続
い
て
、
中
野
秀
也
全
日
本
弓
道
連
盟

会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
私
は
滋
賀
県
弓
道
連
盟
会
長
を
兼
ね
て

お
り
ま
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
学
院
の
弓
道

授
業
に
多
少
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
同
校
に
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
弓
道
場
を
建
て
て
い
た
だ
き
、
必
要
な

弓
道
の
備
品
も
そ
ろ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
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肉
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
腕
を
中
心
に
準
備
運

動
を
行
っ
た
。
次
に
学
習
ノ
ー
ト
を
用
い

て
、
弓
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
に
問
い
、

狩
猟
用
具
や
武
具
と
し
て
の
弓
か
ら
、
現

在
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
歴
史
や
特
性

に
つ
い
て
映
像
教
材
で
学
習
し
た
。

　

安
全
管
理
の
面
か
ら
弓
道
の
授
業
中
、

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
行
為
と
し
て
、

矢
を
他
人
に
向
け
る
行
為
、
弓
を
引
い
て

い
る
人
が
い
る
場
合
の
的
前
を
通
る
行
為

を
挙
げ
た
。

　

こ
こ
か
ら
授
業
は
、
滋
賀
県
弓
道
連
盟

の
外
部
指
導
者
が
サ
ポ
ー
ト
に
加
わ
り
、

座
礼
、
立
礼
、
立
ち
方
、
座
り
方
を
指
導

し
た
。
続
い
て
、
模
範
演
武
と
し
て
外
部

指
導
者
２
名
が
持も
ち

的ま
と

射
礼
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
ひ
も
弓
を
用
い
て
射
法
八
節
を
、

ゴ
ム
弓
を
用
い
て
離は
な
れの
感
覚
を
生
徒
に
味

わ
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
授
業
は
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
生
の
授
業
に
は
昨
年
弓
道

授
業
を
選
択
し
た
生
徒
が
３
名
い
た
が
、

こ
の
３
名
は
ひ
も
弓
ま
で
他
の
生
徒
と
共

に
復
習
と
し
て
行
い
、
そ
の
後
は
弽ゆ
が
けを

着

け
て
１
本
ず
つ
的
前
で
弓
を
引
い
た
。

■
研
究
協
議
（
��
・
��
日
）

　

視
察
を
行
っ
た
授
業
の
振
り
返
り
を
中

心
に
研
究
協
議
を
行
い
、
主
に
外
部
指
導

MIHO美学院中等教育学校の弓道授業
˓तۀٷ道Ͱ࣮ࢪ

˓̎ɺ̏ੜʹΑΔॊ道ͱͷબࣜ

ʣ͕બࢠ̎ੜ໊̔ɺ̏ੜ໊̓ʢશһঁࠓ˓

˓ؒत࣌ۀ̎ؒ࣌ଓ͖ʢ100 तۀʣͷશ̑ճ

˓֎෦ࢦಋऀ࣎լٷݝ道࿈ໍ͔Βຖճ̎ɺ໊̏ݣ

模範演武の前に射法八節を指導する

授業実施のために建設された弓道場
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者
の
効
果
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
活
発

な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　

特
に
弓
道
専
門
家
で
あ
る
外
部
指
導
者

は
、
ま
だ
生
徒
が
学
習
し
て
い
な
い
専
門

用
語
を
多
用
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の

解
決
の
一
例
と
し
て
、
実
技
の
前
に
一
通

り
弓
道
用
語
を
知
識
と
し
て
教
え
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ひ
も
弓
、
ゴ
ム

弓
、
素
引
き
な
ど
と
い
っ
た
弓
道
の
段
階

的
指
導
の
中
で
、
ど
の
段
階
で
何
を
教
え

る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
挙

げ
ら
れ
た
。

■
閉
講
式
（
��
日
）

　

閉
講
式
で
は
研
究
者
を
代
表
し
て
桑
田

秀
子
研
究
者
が
講
評
を
述
べ
た
。

　
「
初
め
て
授
業
視
察
と
い
う
形
で
研
究
事

業
を
行
い
、
と
て
も
良
い
研
究
が
で
き
ま

し
た
が
、
弓
道
が
全
国
の
中
学
校
で
採
択

さ
れ
る
た
め
に
も
さ
ら
な
る
研
究
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
内
容
を
今
後

の
研
修
会
に
も
活い

か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

最
後
に
主
催
者
を
代
表
し
て
松
尾
貴
之

日
本
武
道
館
振
興
課
長
が
挨
拶
。

「
今
回
の
研
究
事
業
を
充
実
し
た
内
容
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
武
道
館

と
し
て
中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実
の
た

め
に
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
」

（
文
責
＝
日
本
武
道
館
振
興
課
）

（左上）
　外部指導者による
　模範演武
（左下）
　弽の着用

（右上）
　学習ノートを用いて
　歴史や特性などを学ぶ
（右中）
　立礼の指導
（右下）
　ひも弓を使用した射法
　八節の指導
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日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

） 頁625・入箱・製上・判５B （ 

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。

（ Ｂ５判・236 頁 ）
合気道は４話を掲載！

多田宏先生 磯山博先生

東北大学学友会合気道部菅沼守人先生

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）
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巻頭リレーエッセイ
私の指導法・合気道
江戸「人間教育」の知恵
なぎなたに夢を馳せて
尾張貫流
役に立つ少年剣道指導法
実録　戦国北条記

武道の源流を訪ねて 横瀬知行

色紙に書く座右の銘 安藤綾信

武道の可能性を探る 半藤一利

松永　光・沖田行司　　　
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